
「脱炭素のトップランナー」を目指す
延岡市の取組み



宮崎県

宮崎県延岡市人口約1１万人

●製造業が集積

●「現場のチームワーク」⇒脱炭素まちづくり

⇒山・川・海の自然の豊かさ

⇒スポーツマンシップにあふれ理系人材多い

⇒DX・GXでトップランナーをめざす

延岡市
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日本経済を牽引するのは製造業

「製造業のまち」を「脱炭素の先進都市」に

3



どんなに品質の良い製品をつくっても

カーボンニュートラルに製造しなければ

取引してもらえなくなる・・・。
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市民生活と地域産業のGXを実行する
まちだけが「選ばれるまち」に!



延岡市の主な取組み

１．市民生活の脱炭素化

２．市民の行動変容を後押しする地域通貨「のべおかCOIN」

３．地域産業の脱炭素化

（１） 製造業の脱炭素化 ＋ 林業振興

（２） 再エネの推進と抑制のバランスを追求

（３） スマート ＋ 脱炭素型 の農業の推進

４．SDGs未来都市として



１．市民生活の脱炭素化



環境省の「脱炭素先行地域」に選定（令和４年11月）
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① 令和３年度 東京大学による住民行動データ調査結果

■実施期間 令和３年４月９日～６月30日
■被験者数 １，０７８人（有効数）
■結果概要 ① 午前中にイオン延岡店に移動する動きが目立つ。

② 下図のように、イオン延岡店を中心に放射状の人の動きが見られる。

    

午前中～15時頃に到着の
ピークがある

30分以内の滞在が多い

30分以内で到着する人
が多い

【イオン延岡店に関する人流の特徴】

東京大学との連携協定に基づく人流データの収集・分析
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② 新たなバス路線等の実証運行についての提案

① イオン延岡を中心としてバス路

線を放射状に順次再編

② その一環として、旧延岡市内の

北部と南部に令和7年4月1日から

循環バスの本格運行を開始

③ 今後、午前中にイオン延岡店を

通過する便の増便なども検討
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脱マイカー社会推進のためのオンデマンド交通導入事業

令和４年11月1日
オンデマンド交通「チョイソコのべおか」出発式
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２．地域通貨「のべおかCOIN」の活用



延岡市の地域通貨

☆市民の皆さんの
2.8人に1人が利用！

「のべおかＣＯＩＮ」

12

☆健康づくり、脱炭素行動
などでオトクに！
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生ごみ削減の取組み

•電動生ごみ処理機やコンポストを購入した方への
購入費補助を令和５年度から増額。

•「生ごみ堆肥の受入れ」の清掃工場での受入れを
令和５年度から開始。

 受け入れた堆肥は、延岡植物園などで活用。

※ １回の持込みに地域通貨「のべおかCOIN」を250ポイント進呈
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３．地域産業の脱炭素化



延岡市の「製造業脱炭素化プラス林業振興」の取組み

1.「森林所有者費用負担ゼロ」による再造林の推進
延岡市は、コスモス薬品様からの企業版ふるさと納税を活用し、

「森林所有者費用負担ゼロ」で再造林を進めています。
(以前は国51%・県24%・市8%・森林所有者等17%負担だった)

2. J-クレジット化促進による
更なる脱炭素化
延岡市は、旭化成㈱様や市内経済界などと共同で

協議会を設置しました。

宮崎県は33年
連続でスギ生産
「日本一」

延岡市は宮崎県内
で一番森が多い

延岡市は「日本一
の森のまち」 17



県内初・経済界と連携してＪ-クレジット活用による産業の脱炭素化スタート
（令和５年６月14日）
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延岡市

製造事業者商工会議所

森林組合
素材生産事業
協同組合



氏名（敬称略） 役職等

内田 千博 延岡地区森林組合代表理事組合長

幸田 雅治 神奈川大学法学部教授・弁護士

迫田 達也 宮崎大学工学教育研究部教授

白岩 紀人 みやまパワーHD代表取締役社長

座長 高村 ゆかり
東京大学未来ビジョン研究センター教授
（環境省中央環境審議会会長）

鶴永 貴史 チームくまもり宮崎県支部長

難波 裕扶子 シンク・オブ・アザーズ代表取締役

森口 正輝 延岡市区長連絡協議会会長

吉玉 典生 延岡商工会議所会頭

延岡市再生可能エネルギー推進のあり方に関する検討委員会

～ 再エネ促進と設置規制のバランスを図る条例づくりをめざす ～

学識経験者、法律家、林業者、経済団体、環境保護団体、住民代表など
多様な主体が参画して検討
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再エネ促進と設置規制の第１弾の対応
（令和７年６月）

  ・「第一次促進地域」の選定

 ・ ガイドライン強化
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株式会社テムザック（本社：京都市。複数のロボットが互いにコミュニケーションしあって協働する分
野のパイオニア。）と延岡市は、令和４年12月15日に進出・連携協定を締結。
延岡市川島町に研究開発拠点を設け、北浦町古江の田において、ロボットによる米粉用稲作を開始。

従来の稲作とは異なる方法で、狭く区画の不整形な田でも効率的な耕作が可能。スマートフォンなどで
の遠隔操作も可能。

・ソーラーパネルを備えたロボットによる籾の直播
・合鴨農法のカモの代わりに複数のロボット（AIで「群れ制御」）を活用して雑草を抑制
・収穫も不整形な田でも収穫作業が可能なロボットで収穫
・脱炭素型プラントによる米粉製造を目指す

スマート＋脱炭素型農業の推進
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「密着のべおか里山塾」
「宮崎のヒデちゃん」
「BUZZ MAFF」

で検索してご覧ください。

※「のべおか里山塾」への多くの皆様のご参加をお待ちしています。
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４．ＳＤＧｓ未来都市として



延岡市は脱炭素先進地・SDGｓのショーケース

豊かな森林・山々から
きれいで栄養分豊かな川が
海に注ぐ
※五ヶ瀬川8年連続水質日本一

川が水力発電・製造業を育む
（旭化成(株)創業100周年）

➢水質九州１の海水浴場
➢漁獲高全国７位の
豊かな海
（いわし日本一）ユネスコエコパークの山々

○令和３年に国のスマートシティに選定された

○令和4年に国の脱炭素先行地域に選定され、ロボットによる耕作もスタート

令和５年５月19日 「ＳＤＧｓ未来都市」 に選定

26



27

宮崎県
延岡市役所前 スタート

大分県佐伯市
さいき城山桜ホール前

ゴール
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